
クライストチャーチ市内にある地震で倒壊
した建物

約5万人収容のイーデンパークスタジアム
を見学原住民マオリ族スタイルで行われた歓迎会

見た人が楽しい気持ちになるよう描かれた壁画

東
日
本
大
震
災
の
前
に
二
度
の
地
震

に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、
当
市
に
支
援

を
い
た
だ
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
合
い
ま
し
た
。

渡
航
研
修
：
３
月
16
日
〜
25
日

　

い
よ
い
よ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

◉
１
日
目
【
３
月
16
日
】

　

午
前
７
時
30
分
、
研
修
生
は
不
安

と
期
待
の
表
情
で
、
保
護
者
に
見

送
ら
れ
釡
石
駅
前
を
バ
ス
で
出
発
。

や
が
て
、
午
後
６
時
過
ぎ
に
成
田
空

港
か
ら
空
路
９
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
向
け
離
陸
し

ま
し
た
。
（
機
内
泊
）

◉
２
日
目
【
３
月
17
日
】

　

約
11
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、

無
事
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
に
到
着
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
開
か
れ
た
２
０
１
１
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
会
場
と

な
っ
た
「
イ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
ス
タ
ジ

ア
ム
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
隅
々
ま
で

青
々
と
し
た
深
い
天
然
芝
、
通
常
立

ち
入
り
で
き
な
い
選
手
用
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
や
ラ
ウ
ン
ジ
に
触
れ
た
研
修

生
た
ち
の
興
奮
は
高
ま
り
ま
し
た
。

◉
３
日
目
【
３
月
18
日
】

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
へ
移
動
。
２
０
１
０
年
９

月
と
２
０
１
１
年
２
月
の
二
度
に
わ

た
り
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
市
街
地
に
は
、
地

盤
沈
下
や
液
状
化
、
復
旧
工
事
の
箇

所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
災
害
の
爪

痕
が
今
な
お
大
き
く
残
り
、
研
修
生

た
ち
は
復
興
の
途
上
に
あ
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

夕
方
、
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
バ
デ
ィ
（
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
で
研
修
生
を
世

話
し
て
く
れ
る
同
年
代
の
子
）
と
対

面
。
い
よ
い
よ
こ
の
日
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
（
４
泊
）
の
始
ま
り
で
す
。

◉
４
日
目
【
３
月
19
日
】〜

　

６
日
目
【
３
月
21
日
】

　

研
修
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
か
ら
バ
デ
ィ
と
共
に

学
校
へ
登
校
し
、
授
業
に
参
加
し
ま

し
た
。
学
校
へ
の
お
や
つ
の
持
ち
込

み
、
授
業
中
の
飲
食
、
床
や
ク
ッ

シ
ョ
ン
に
座
っ
て
の
授
業
…
研
修
生

た
ち
は
日
本
と
は
異
な
る
学
校
生
活

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
興
味
津
々
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
▽
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

期日 旅程・研修内容など
11/14～3/13 事前研修（全14回）
1日目 3/16㈰ 釡石駅出発～移動～成田空港から出国〔機内泊〕

2日目 3/17㈪ ニュージーランド入国、オークランド市内見学〔オークランド市内ホテ
ル泊〕

3日目 3/18㈫ クライストチャーチへ移動、市内視察　合同歓迎交流会、ホストファ
ミリーと合流〔ホームステイ〕

4日目～
6日目

3/19㈬～
3/21㈮

現地の学校へ登校、授業・課外活動体験、現地学生と交流　クライス
トチャーチ市長表敬訪問、プロラグビーチーム練習見学、自然体験活
動、送別会など〔ホームステイ3泊〕

7日目 3/22㈯ アカロア湾クルーズ、キャンプ、プレゼン発表〔キャンプサイト〕

8日目 3/23㈰ クライストチャーチ→オークランドへ移動　研修のふりかえり〔オー
クランド市内ホテル泊〕

9日目 3/24㈪ ニュージーランド出国～空路～成田空港　帰国〔東京都内ホテル泊〕
10日目 3/25㈫ ニュージーランド大使館表敬　東京駅～移動～釡石駅着・解散

3/26㈬ 事後研修・市長へ報告

釡石市中学生海外派遣事業　平成25年度かまいしブリッジプログラム
研修日程

かまいしかまいし
ブリッジ
プログラム
ブリッジ
プログラム
ブリッジ
プログラム

クライストチャーチ空港にて

中
学
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の

架
け
橋
に

渡 

航
前
：
事
前
研
修
（
平
成
25
年
11

月
14
日
〜
３
月
13
日
）

　

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
全
14

回
行
っ
た
事
前
研
修
で
主
に
次
の
４

つ
に
つ
い
て
学
び
、
渡
航
に
備
え
ま

し
た
。

1
英
会
話
学
習

　

自
分
や
家
族
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、

学
校
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
特
有
の
文
化

や
食
生
活
、
釡
石
の
郷
土
芸
能
や
特

産
物
な
ど
を
英
語
で
説
明
で
き
る
よ

う
練
習
し
ま
し
た
。

2
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
活
の
注
意
点

　

外
国
で
の
貴
重
品
管
理
、
ス
リ
な

ど
へ
の
安
全
対
策
、
体
調
管
理
に
つ

　

市
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
「
か
ま
い
し
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

市
内
の
中
学
生
15
人
が
３
月
16
日
か
ら
25
日
ま
で
の
10
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
で
、
震
災
か
ら
の
復
興
途
上
に
あ
る
な

ど
当
市
と
類
似
す
る
現
地
で
、
生
徒
た
ち
が
体
験
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
生

活
、
学
生
と
の
交
流
の
様
子
な
ど
、
足
ど
り
を
紹
介
し
ま
す
。

い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度

の
研
修
生
か
ら
体
験
談
を
聞
く
こ
と

で
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

文
化
や
マ
ナ
ー
の
違
い
を
知
り
、
不

安
を
解
消
し
ま
し
た
。

3
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備

　

現
地
で
釡
石
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
釡
石
に
つ

い
て
」「
釡
石
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て
」

「
震
災
体
験
」「
震
災
後
の
復
興
へ

の
取
り
組
み
」
の
４
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
英
語
で
20
分
行
う
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。

4
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

現
地
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
す

る
出
し
物
や
ダ
ン
ス
を
練
習
し
、
み

ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
作
り
あ
げ
る

楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

クライストチャーチの紹介
　ニュージーランド南島の中部に位置する都市で人
口は約34万人。国内では２番目、南島では最大の人
口を有する。
　西岸海洋性気候で一年を通して温暖な気候。南島
観光の拠点であり、酪農、畜産、農業も盛ん。
　英国からの入植の歴史（1840年代）から、街には
英国の面影が色濃く残り、ゴシック建築の建造物が
多い。また、スーパーラグビーに参戦するラグビーの
名門チーム「クルセイダーズ」の本拠地でもある。
　日本では岡山県倉敷市と姉妹都市の関係にある。
　なお、東日本大震災前の2010年９月、2011年２月と二度にわたる大規模地震で大きな
被害を受けており、復興の途上にある。

釡石市 中学生海外派遣事業レポート
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帰国後にニュージー
ランド大使館を表敬

お世話になったホストファミリーとのお別れ 送別会では事前研修
で練習した踊りを披

露

釡石市 中学生海外派遣事業レポート

　

初
め
て
の
海
外
で
不
安
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
英
語
は
ゆ
っ
く
り
、
分
か
る

ま
で
話
し
て
く
れ
て
、
最
後
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
学
校
の
み
ん
な
と
の
別
れ
が
つ
ら

か
っ
た
で
す
。
で
も
、「
次
は
家
族
を
連
れ

て
ま
た
う
ち
に
来
て
ね
」
と
言
わ
れ
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
流

を
続
け
た
い
で
す
。

　

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
町
中
は
カ
ラ
フ

ル
で
楽
し
そ
う
な
印
象
で
し
た
。
コ
ン
テ
ナ

の
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
二
度
の
大
地
震
で

被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
釡
石
も
同
じ
よ
う
に
、
カ

ラ
フ
ル
に
明
る
く
、
も
っ
と
元
気
で
楽
し
い

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
研
修
に
参
加

し
た
み
ん
な
、
引
率
者
の
皆
さ
ん
、
家
族
や

先
生
方
の
支
え
で
成
長
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

　

事
前
研
修
で
の
英
語
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
が

難
し
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
多
く
の

楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
自
信

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
も「
や
め
た

い
」「
あ
き
ら
め
よ
う
」と
思
っ
て
も
、
自
分

に
厳
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
最
初
、
正
直
学
校
に
行
き
た

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
最
終
日
は
行

き
た
い
気
持
ち
で
し
た
。
日
本
の
学
校
と

異
な
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
午
前

10
時
30
分
と
12
時
の
２
回
昼
食
が
あ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
で
は
バ
デ
ィ
と
遊
ん
だ
り
、
ラ
グ

ビ
ー
や
ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習
を
見
に
行
っ

た
り
で
と
て
も
楽
し
い
３
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

研
修
を
通
じ
、
自
主
的
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
れ
た
気
が

し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
一
番
変
わ
っ
た
の
は
英
語

力
だ
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

行
っ
た
当
初
、
何
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
分

か
ら
ず
、
英
語
を
話
す
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
２
日
目
、
３
日
目

と
日
を
追
う
ご
と
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

だ
い
に
学
校
の
授
業
は
お
も
し
ろ
く
な
り
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
バ
デ
ィ
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ

プ
に
出
か
け
た
り
…
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
英
語
力
が
つ
い
た
お
か
げ
で
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
な
が
ら
現
地
の
同
世
代
の

人
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
て
貴
重
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
は
自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

みんなに支えられて
成長できたことを実感

自分に厳しくやりとげる
自信が身に付いた

やればできる！
英語で

コミュニケーション

渡航研修を終えて～研修生の声～ ※学年は渡航時

甲子中学校（２年）

菅
すが

 原
わら

　由
よし

 暉
き

 くん

釡石中学校（１年）

正
まさ

 木
き

　佑
ゆう

 歩
ほ

 くん

大平中学校（１年）

川
かわ

 端
ばた

　真
ま

 有
ある

 さん

現地の学校での授業体験の様子

市
長
を
表
敬
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

手
交
―
３
月
19
日
、
▼
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
「
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
」
の
練
習

見
学
―
３
月
20
日
、
▼
ウ
ィ
ロ
ー
バ
ン

ク
動
植
物
園
を
見
学
―
３
月
21
日
、
▼

送
別
会
―
３
月
21
日

◉
７
日
目
【
３
月
22
日
】

　

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
へ
移
動
。
研
修

生
た
ち
は
自
然
に
ラ
グ
ビ
ー
に
興

じ
、
バ
デ
ィ
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
現

地
の
遊
び
を
楽
し
み
、
夕
食
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
。
夜
は
釡
石
を
紹
介
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
生
と
バ
デ
ィ
が
双
方
を
思

い
や
り
、
心
を
通
じ
合
わ
せ
る
場
面

が
多
々
あ
り
、
感
慨
深
い
夜
と
な
り

ま
し
た
。

◉
８
日
目
【
３
月
23
日
】

　

バ
デ
ィ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

お
別
れ
の
日
。
「
ま
た
お
い
で
」
の
温

か
い
言
葉
、
涙
で
抱
き
合
う
研
修
生
と

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、
別
れ
を
惜

し
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
移
動

し
、
夕
食
後
に
研
修
の
ふ
り
か
え
り

を
行
い
、
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
学

校
の
様
子
、
体
験
談
、
研
修
前
後
の

心
境
の
変
化
な
ど
を
報
告
し
あ
い
ま

し
た
。

◉
９
日
目
【
３
月
24
日
】

　

日
本
に
帰
国
す
る
日
。
研
修
生
た

ち
か
ら
「
帰
り
た
く
な
い
」
「
も
っ
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
い
た
い
」
…
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
る
中
、
飛
行
機
は

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
国
際
空
港
を
離
陸
。

２
回
の
機
内
食
を
済
ま
せ
、
午
後
５

時
こ
ろ
無
事
成
田
空
港
に
着
陸
。
都

内
の
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

◉
10
日
目
【
３
月
25
日
】

　

都
内
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

大
使
館
を
訪
問
し
、
大
使
に
研
修
の

お
礼
と
報
告
。
研
修
を
通
じ
英
語
で

の
会
話
も
す
っ
か
り
板
に
付
き
、
研

修
生
た
ち
が
と
て
も
頼
も
し
く
見
え

ま
す
。

　

そ
の
後
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
を
乗

り
継
い
で
、
午
後
７
時
こ
ろ
に
家
族

が
待
つ
釡
石
駅
前
に
到
着
・
解
散
し

ま
し
た
。

氏　名（ふりがな） 学校 学年
（※） 性別

川　端　真　有（かわばた　まある） 大
平
中
学
校

１ 女

佐々木　七　海（ささき　ななみ） １ 女

佐　藤　朱　里（さとう　しゅり） １ 女

藤　井　大　樹（ふじい　だいき）

釡
石
中
学
校

１ 男

正　木　佑　歩（まさき　ゆうほ） １ 男

伊　東　　　怜（いとう　れん） ２ 男

岩　間　未　紗（いわま　みさ） ２ 女

太　田　圭　香（おおた　よしか） ２ 女

金　澤　直　哉（かなざわ　なおや） ２ 男

佐　藤　　　和（さとう　なごみ） ２ 女

宮　澤　咲　帆（みやざわ　さほ） ２ 女

川　﨑　杏　優（かわさき　あゆ）
甲
子
中
学
校

１ 女

洞　　　和　輝（ほら　かずき） １ 男

川　村　直　輝（かわむら　なおき） ２ 男

菅　原　由　暉（すがわら　よしき） ２ 男
※学年は渡航時

平成25年度中学生海外派遣事業
参加者一覧

釡
石
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

問
い
合
わ
せ
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課（
☎
22
―
８
８
３
６
）へ
。

426.5.21広報かまいし5 26.5.21 広報かまいし


